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宇都宮三郎（雅号「秋水」）は、幕末から明治初期にかけて活躍し、セメントや炭酸ソーダの国産化、竈や醸造法の改良、そのほか様々な分野で日本の近代化に貢献した、地元ゆかりの偉人です。

その宇都宮三郎が残した貴重な資料を見ながら、宇都宮三郎の功績を偲ぶ会を下記の通り開催します。気楽に参加していただける催しです。身近な歴史に触れる機会として、ぜひご参加くださるようご案内申し上げます。

記

○日　時　　平成２５年１１月２４日（土）　午後２時　～　午後４時頃
（参加無料、途中入場・退出自由）
○場　所　　高正山　幸福寺　書院
　（豊田市畝部西町屋敷５０；宇都宮三郎菩提寺）

○内　容　　幸福寺に伝わる遺品など貴重な資料を見ながら、宇都宮三郎に関
するお話（資料の解説や、歴史の話；日程については裏面参照）。
　また今回は、宇都宮三郎翁が日本で最初に開いた化学専門学校「錦径舎」の学則の写しを配布します。

○主　催　　地域人文化学研究所
○問い合わせ先　　高正山　幸福寺　　電話（０５６５）２１－４３２９
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当日の日程

　午後２時　～　　　：　講話「宇都宮三郎の蝦夷地開拓に係る建白書について」

講師　地域人文化学研究所　天野博之

　午後２時３０分～  ：　資料閲覧、解説等

展示資料の一部紹介
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近代の化学技術者・宇都宮三郎を顕彰する


平成25年度「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps20 \o\ad(\s\up 19(しゅうすいかい),秋水会)�」開催のご案内





宇都宮三郎（1834～1902）　―略伝―


天保5年、尾張藩士神谷半右衛門義重の三男として生まれる。幕府の洋書調所などに出仕し、初めて｢化学｣の名称を公式に採用させた。


維新後は明治政府に雇われ、セメント・炭酸ソーダの国産化、耐火煉瓦製造、藍の製造法改良、電柱の防腐方法の開発などを行い、殖産興業・近代技術の発展に大きく貢献した。その他民間においても、竈や醸造法の改良など、幅広い分野において足跡を残している。


明治35年、肺結核により死去。自身が考案した防腐装置付の棺に入れられ、豊田市畝部西町の幸福寺に葬られている。





辞令、勲章
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宇都宮三郎大礼服
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宇都宮三郎佩刀





�








